
 

 

 

 

 

 

北九州ＰＣＢ廃棄物処理施設の天井材一部落下について 

 

９月３０日午後１時３０分頃、当事業所（北九州市若松区響町１丁目６２－

２４）において、電気系統の点検時に、二次洗浄室の天井材の一部が落下して

いることが発見されました。 

 なお、本事象による施設内部及び施設外部へのＰＣＢ漏洩はありません。 

 

１．発生状況 

 ９月３０日（土）午後１時３０分頃、当事業所職員が二次洗浄室天井（石膏

ボード＋ケイ酸カルシウム板）の一部約２０m2 が落下していることを発見しま

した。 

落下による負傷者、プラント設備の損傷は認められませんでした。 

 

２．発生原因（推定） 

現時点では、電気系統の点検時に、一時的に給気量が低下したことで、予想

以上の負圧が発生したことなどが原因で、天井材の一部が破損したものと推定

されます。 

 

３．応急対応 

 (１)二次洗浄室内での操業を停止しました。 

 (２)二次洗浄室から外部への空気の流出がないことを確認しました。 

 (３)他の箇所の天井状態を確認しました(他の箇所では異常が認められなか       

ったため操業を継続)。 

 

４．今後の対応 

 (１)早急に落下箇所の補修を行い、二次洗浄室での操業が再開できるように

します。 

 (２)発生の原因については引き続き調査を行い、今後の改善につなげます。 
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